
　町政トピックス

ご
み
の
適
正
な
分
別
・
処
理
に
ご
協
力
を

ご
み
処
理
施
設
「
桂
苑
」
で
火
災

4
【
火
災
発
生
も
大
事
に
至
ら
ず
】

　

４
月
９
日
、
九
郎
丸
に
あ
る
桂
川
町
の
ご
み
処
理
施
設
「
桂
苑
」
内

の
不
燃
物
処
理
施
設
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
回
は
作
業

員
が
早
期
に
発
見
し
た
た
め
、
大
火
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
装

置
の
改
修
が
必
要
に
な
る
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
に
も
桂
川
町
内
で
、
ご
み
収
集
車
の
火
災
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

【
火
災
の
原
因
は
不
適
正
な
分
別
・
処
理
？
】

　

火
災
の
原
因
と
し
て
は
、
当
日
が
燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
日
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、中
身
が
残
っ
た
ま
ま
の
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ガ
ス
の
残
っ

た
ラ
イ
タ
ー
、
灯
油
が
入
っ
た
ま
ま
の
ス
ト
ー
ブ
、
乾
電
池
を
抜
い
て

い
な
い
コ
ン
ロ
な
ど
か
ら
発
火
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
事
故
防
止
の
た
め
、
適
正
な
分
別
・
処
理
を
】

　

こ
う
し
た
事
故
は
、
ご
み
を
出
す
際
に
分
別
な
ど
を
徹
底
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ま
一
度
ご
み
を
出
す
前
に
、

適
正
な
分
別
・
処
理
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

保
険
環
境
課 

生
活
環
境
係　

☎
６
５
・
１
０
９
７

　　○カセットボンベ・スプレー缶などは必ず中身を使い切り、穴を開けて出してください。

　　○中に乾電池が入っているものは、取り出して分別して出してください。

　　○ボタン電池は、発火の危険性があるため、販売店へ。

　　☆詳しくは、「家庭ごみの分け方・出し方」の冊子をご覧ください。
　　　お持ちでない方は、お問い合わせください。

　　☆ごみも分別すれば新たな資源として生まれ変わります。
　　　安全性とともに、資源の有効活用のため、分別の徹底にご協力ください。

平
成
26
年
度 

第
１
回

桂
川
町
環
境
美
化
の
日
行
動

5
　
「
ご
み
ゼ
ロ
」
が
合
言
葉
。
平
成
26
年
度
第
１
回
桂
川
町
環
境
美
化
の
日

行
動
を
実
施
し
ま
す
。

【
日　

時
】　

５
月
18
日
㈰　

８
時
30
分
～
10
時

【
実
施
地
域
】　

桂
川
町
内
全
域

【
集
積
所
】　

桂
川
町
役
場 

公
用
車
駐
車
場

【
実
施
目
標
】

　

①
空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
の
ポ
イ
捨
て
防
止
と
回
収

　

②
不
法
投
棄
の
防
止
と
除
去

　

③
そ
の
他
、
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
美
化
行
動

【
注
意
事
項
】

　

ご
家
庭
で
出
た
ご
み
の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。
指
定
曜
日
に
有
料
指
定

袋
で
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

保
険
環
境
課 

生
活
環
境
係　

☎
６
５
・
１
０
９
７

 ごみの分別例 
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